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私たちはNoismの活動を応援しています 活動支援のお願い
Noismでは引き続きレジデンシャル活動を支援してくださる企業および個人の
スポンサーを募集しております。詳しくは http://noism.jp/support/
お問い合わせは、りゅーとぴあ事業企画部（TEL.025-224-7000）まで。

公演ReportワタシのNoism

　Noism1の公演には何度か足を運んでい
たが、今回初めて同世代の舞踊家の作品を
観た。息をするリズムや喉の振動まで確認で
きる距離にある、「視線」と「存在」に釘付けに
なり、息を呑んだ。彼らから放たれる眼光を夢
中で追いかけているうちに、何人かと目が合っ
た（ような気がした）。その瞬間、そうだった、
私も内側から何かを放出させたいのだ、という
想いが爆発。ずっと目を背けていた気がする、
懐かしい煌きが胸いっぱいに広がった。素晴
らしい作品に感謝申し上げたい。

Noism2定期公演vol .10  『BOW!!!』 演出振付：平原慎太郎

のカタチ

写真は、音符の示すイメージ、あるいはその音を踊る2人の関係性を描いた作品『solo for 2』より。
優れた舞踊家にはその人独自のリズム感があるというが、実演に際する課題について金森はこう
語る。「音楽をメロディとして捉えるのではなく、テンポや間、呼吸を掴むこと。音楽が創り出す場の
空気を読み、その脈動に乗ることが大切です」

『Mirror ing Memories̶それは尊き光のごとく』

　音楽を聴くと妄想が始まるという金森だが、
楽曲が創作につながるか否かは“感動”に尽き
るという。「音楽ありきの場合、振付はしやすい
けれど曲が持つ強い力に引っ張られやすく、物
語ありきの場合は作品の世界観に合う楽曲を
探し出すのがなかなか大変です」
　オリジナル曲を作曲家に依頼することもある
が、これがまた至難の業だという。「世界観を規
定する音楽は重要だからこそリスクも高い。物
語があれば台本を見せて状況を伝えますが、情
報が多ければいいというわけではなく、すり合わ
せは精神的なもの。私たちが時空間を共有し、
すべてを総動員した上で湧き上がるインスピ
レーションの賜物です。作曲家が創り出す世
界が私自身をいかに感動させ、私の作品とい
かに共鳴できるか。共振や共感が優れたクリ
エーションを生みます」
　エストニア生まれの作曲家、アルヴォ・ペルト
の『Fratres』を使用した『Fratres I』が、15周
年記念作品としてまもなく新潟初演を迎える。
ペルトと金森の出会いは25年ほど前、オランダ
のNDT※で活動していた時代に遡る。「イリ・キ
リアン、オハッド・ナハリン、マッツ・エックら多く
の振付家がペルトの楽曲を使っていました。帰
国してNoismを立ち上げる前の2003年、公
演の導入として『Fratres』を使ったのですが、 

今回は15周年にシンボリックな作品をと楽曲
を改めて聴き、その構造を知り、この曲が持つ
祈りのような崇高な響きに、これだと」。ユニ
ゾンや集団性といった、いまのNoismでなけれ
ば表現し得ない、信仰に近い集団の強度や精
神性を提供できないかと、金森がそんな構想を
描く中で舞い降りた閃きだった。「身体も性別
も国籍も異なる多様なメンバーがいるNoism
という集団が、単なる形としてではなく、深いレ
ベルで共存し、共有していることを『Fratres』
で表現したい」
　今冬の公演では『Fratres II』が予定されて
いる。「小品を続けて構想するのは初めてで、
自分の中でも新しい転換期となるでしょう。こ
の15年、Noismとして信じてやってきたことを
踏まえ、もっと遠く、もっと高く、もっと深く、もっ
と大切な何かを見つけなければ」。今後どのよ
うな音楽をと尋ねると、こんな答えが返ってき
た。「音楽に感動したいという期待が常にある
ので、たとえハイリスクだとしても、また作曲家と
コラボレーションをしたいです」
　予測不可能な未来に向けて、いまを積み重
ねていく。『Fratres I』は新しいフェーズに入っ
たNoismに出会う経験となりそうだ。

写真：篠山紀信　取材・文：松丸亜希子
※NDT＝ネザーランド・ダンス・シアター

角野仁美
1994年生まれ。NPO法人みら

いずworksスタッフ。生き方を

豊かに見つめる「キャリア教育」

の支援や、中高生の様々なチャ

レンジを応援している。

日 時：7月19日（金）19：00、20日（土）１７：００
　　　２１日（日）15：00
会 場：劇場
演出振付・出演:金森穣　出演：Noism1
料 金： S席￥4,000／A席￥3,０00
　　　U25 S席￥３,２００／A席￥2,400

Noism15周年記念公演

『Mirroring Memoriesーそれは尊き光のごとく』 
新作『Fratres Ⅰ』

古今東西のあらゆる舞踊に寄り添い、舞台の決め手となる重要なエレメント
として、音楽はそこに在り続けてきた。Noism芸術監督で演出振付家の
金森穣は、創作において音楽とどのように関わってきたのだろうか。

閃きと妄想を掻き立て、
共振と共感で生まれる「音楽」
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妻夫木聡 Satoshi Tsumabuki
1980年福岡県出身。映画『ウォーターボーイズ』（2001）『ジョゼと虎と魚たち』（03）などに主

演し、数々の賞を受賞。09年にNHK大河ドラマ『天地人』の直江兼続役で大河初出演にして初

主演。10年の主演映画『悪人』での演技が高く評価され、日本アカデミー賞最優秀主演男優賞

などを受賞。16年『怒り』で日本アカデミー賞最優秀助演男優賞などを受賞した。台湾や中国映

画にも出演し、アジアでの人気も高い。初舞台は07年『キル』（野田秀樹作・演出）。野田作品に

続けて出演し、パリ国立シャイヨー劇場でも舞台を踏んだ。16年初演の『キネマと恋人』（ケラ

リーノ・サンドロヴィッチ作・演出）がケラ作品初出演。今後も次 と々出演作の公開が控えている。

2016年度に初演し、数々の演劇賞を受賞したケラリーノ・サンドロヴィッチ
作・演出『キネマと恋人』。映画『カイロの紫のバラ』にインスパイアされた作
品だ。銀幕から飛び出す時代劇の脇役・寅蔵と、その寅蔵を演じる売れない
役者・高木の二役を演じる妻夫木聡さんに、作品についての思いを尋ねた。

Information

SPOTLIGHT
interview

世田谷パブリックシアター+KERA・MAP#009
『キネマと恋人』
【日時】7/26（金）18:30、7/27（土）13:00、7/28（日）13:00
【出演】妻夫木聡　緒川たまき　
        ともさかりえ
          三上市朗　佐藤誓　橋本淳
　      尾方宣久　廣川三憲　村岡希美
        崎山莉奈　王下貴司　仁科幸　北川結　片山敦郎

【台本・演出】ケラリーノ・サンドロヴィッチ
【会場】劇場

初演の純粋さを忘れずに
できるだけトライしたい

―お客さまからリクエストが多かった『キネ
マと恋人』が、3年ぶりの再演です。

　ケラさんも役者・スタッフも当初から希望し
ていました。僕はNODA MAP以外の演劇は
この作品が初めてだったので、新鮮でしたし、
同じ目線で意見を言い合える、とてもいい現
場でした。オリジナルスタッフ・キャストでの再
演は、すごくうれしいですね。

―舞台上で映像の世界と行き来しますね。

　「演劇の中で映像を見ながら、それに合わ
せた芝居もする」という破天荒な内容。僕は
映像の仕事も多いので「この角度だったら、こ
う写るだろうな」って何となく分かったのが、強
みだったかもしれないですね。例えば映像で表
情がアップになればなるほど、その目線の位
置に正確に立って芝居をしないといけないか
ら。でも一番大変だったのは、ステージングの
小野寺修二さん。場面転換とか、小野寺さん
が作らないと、どうにもならなかったので。

―再演にあたり、どう演じたいですか。

　初演の稽古のスタート時には、台本が10
ページしかなくて、稽古中に台本ができあがっ
ていったので、どういう人物か稽古しながらつ
かんでいった部分が多かったんです。初めて
の全部の通しが公演前日の舞台稽古だった
ぐらい、ギリギリだったんですよ。今回は最初
から完成台本があるので、より人間を掘り下
げて、その人の背景までお客さまに伝わるよう
な芝居ができたら、と考えています。瞬発力を
求められていた初演を「なぞりたくないな」とは
思いますね。今回は準備の時間があります
が、変に考えすぎて残酷な結末を生まないよ
うにしないと。高木は一見、嫌なやつなんです
けど、本当に芝居を愛している人間。だからこ
そ寅蔵が生まれたとも言えるし、ハルコに関わ
る最後の選択につながった。初演の時に感じ
ていた純粋さや心、核を忘れずに、できるだけ
トライしてみようと思っています。

―妻夫木さんにとって演劇とは。

　自分の凝り固まった頭を、柔軟に開放して
くれるもの。映像だけだと、「これは、こういうこ
とでしょ」って思い込み過ぎてしまうところがあ
るんです。目の前にあることが「現実じゃなくて
もいいんじゃないか」と、演劇は思わせてくれ
る。僕に「芝居って自由なんだよ」と教えてく
れたのは野田秀樹さんでした。単純に演劇が
好きだからやっていますが、自分を一回リセッ
トできる場でもあるのかもしれません。

―好きなシーンは？

　たくさんありますが、最後に姉妹が映画を
見ながら、だんだん笑顔になっていくところが、
一番好きですね。何度見てもいい場面。「辛
いことがあっても、それでも生きていくんだ」と
いう感じで、たまらなく泣けてくるんです。

―この舞台の魅力はなんでしょうか。

　初演は、お客さまだけでなく僕たちも一緒
に、別世界に連れて行ってくれる時間や空間
を作った演劇だという実感がすごく深かったん
です。お客さまは、見ている間中、ふわーっとし
た夢の中にいられるんじゃないかな。そして舞
台が終わった後に、キャストやスタッフとお客
さまが垣根なく、みんなで出演していたように
「今日もよかったね！」って自然に喜べる。違う
世界に連れて行ってくれる演劇なんですよ。
それが一番の魅力ですね。
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取材・文／本間千英子　撮影／安田慎一（STUDIO SHIN）　協力／フリーペーパーMEG

写真：村井勇










